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船に乗ったお地蔵様
　韮崎市内のお寺の境内
を散策すると船に乗った
お地蔵様に出会うことが
あります。「岩船地蔵尊（い
わふねじぞうそん）」と呼
ばれるお地蔵様で、江戸時
代中期に、下野国（しもつ
けのくに・現在の栃木県）
の岩船を出発点にした地
蔵信仰を広める人たちに
よるものです。三味線・尺
八・太鼓などに合わせて念仏を唱え踊りながら、村々を回った
といわれ、享保（きょうほ）4年（1719）から 7年間ほどの
短い間に、群馬・長野・東京・神奈川・山梨に広まりました。
　岩船地蔵尊は船の進む方向に対して横向きのものと、船の進
む方向のものとがあります。横向きのものは群馬や長野に多く、
進む方向のものは東京や神奈川に多いです。船の先を向いてい
るお地蔵様は進むべき道を先導していて、横を向いているお地
蔵様は対岸を見守っている姿を表現したものだとともいわれて
います。
　市内では、神山町鍋山の大慈寺、旭町上条南割の大公寺、竜
岡町若尾新田の法伝寺（ほうでんじ）、大草町若尾の正福寺（台
座の船のみ）があります。この他に、『韮崎市誌』や『韮崎の石
造物』によれば、藤井町南下条や韮崎上ノ山にあるそうです。
　遠く栃木県の人々と信仰を通じた交流の証を今に伝えていま
す。� 記事：文化財担当　閏間俊明

　この夏、滋賀県で開催された「第 39回全国高等学校総合文化祭」の筝曲の部に
山梨県代表として出場した韮崎高校筝曲部。「琴」というと “ おしとやか ” なイメー
ジがありますが、練習中、汗をぬぐうことも無く、一心不乱に琴と向き合う彼女た
ちの姿はとても躍動
的でそして輝いて見
えました。「琴の音色
はみんなの気持ちが
一つになったときに、
美しい音色を奏でま
す。今年のテーマ「筝
思奏愛」にはそんな思

いが込められています。全力を尽くし、みんなで
楽しみながら演奏することで、講師の林紘子先生
に恩返しがしたいです。」と話すのは部長の渡邉絢
子さん。部員全員の心を一つにし、幻想的で美し
い音色を全国の舞台に響き渡らせました。
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竜岡若尾新田法伝寺　岩船地蔵
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